
令和２年４月小・中学校教職員人事異動の重点項目

１ 新規採用後に配置された学校での勤務が４年以上となる者については、地域や学校の実情

を考慮の上、全県的な視野に立って、県内全域の他市町村への異動を行う。その他の市町村

間交流についても、積極的に異動を進め人材交流を活発化させる。

（教職員人事異動方針２(2)③④）

【趣 旨】 採用後４年以上の者については、６，７年までの間に、市町村を越えて配置す

ることにより、多様な経験を積ませ、ものの見方や考え方を広げ、実践的な指

導力を向上させる。さらに、それ以外の他市町村間異動についても、学校の状

況によっては初回の異動者の動きと組合わせて異動を進め、県内各市町村間の

人事交流を活発化させる。

２ 女性管理職の積極的な登用を進める。

（教職員人事異動方針２(1)①）

【趣 旨】 本県の女性管理職が全管理職に占める割合は、全国的に低位な状況にある。女性

教員の活躍する場と機会の充実を図ることにより、次代を担う女性教員の育成に努

めるとともに、管理職への積極的な登用を推進する。

３ 管理職及び県教育委員会事務局指導主事等への若手教員の積極的な登用を進める。

（教職員人事異動方針２(1)①、(2)②）

【趣 旨】 中央研修や大学院研修、人事交流等の機会を通し、次代を担う人材（ミドルリー

ダー）の育成に努めるとともに、魅力と活力ある学校づくりを進めるため、管理職

及び県教育委員会事務局指導主事等への若手教員の積極的な登用を推進する。

４ 人材育成を目的とした特別支援学校及び国公立学校との交流、並びに小中一貫教育及び特

別支援教育・通級指導の充実を目的とした小・中学校間の交流を積極的に進める。

（教職員人事異動方針２(2)①）

【趣 旨】 小・中学校と県立特別支援学校間での相互交流は、短期(１年)から基本の３年間

の期間において、お互いのノウハウを学び生かせるような人材を増やす。また、高

度な研究を生かした指導を学ぶための国公立学校との交流や小中一貫で９年間を見

通した学習指導・生徒指導等を進めるための小・中学校間の交流、特別支援教育・

通級指導の充実を目指した小・中学校間の交流を推進する。


